
191 暉ιチろ

延べ 2,5θ似
が来 場

第
二
十
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

十

一
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
開
か
れ
、
村
内
外
か
ら
延
べ
二

千
五
百
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
も

ち
つ
き
大
会
や
、
め
こ
こ
学
習
発

表
会
、
阿
蘇
部
族
の
演
劇
公
演
な

ど
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ま
つ
り
期

間
中
は
終
始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
様
子
を
カ

メ
ラ
ル
ポ
て
こ
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
た

い
と
思

い
ま
す
ゃ

最
後
に
、
ご
協
力
、
ご
参
加
Ｆ
さ

い
ま
し
た
、
関
係
各
位
に
、
心
か
Ｌ

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
¨

◎
標
語
展
入
賞
者

盆
囲

固

Ｕ

最
優
秀
賞

相
内
小
学
校
六
年
　
一二
浦
　
奏
美

火
の
点
検

優

秀

賞

相
内
小
学
校
六
年
　
北
沢
佐
和
．十

十
二
小
学
校
五
年
　
本
荘
　
志
織

大
田
小
学
校
六
年
　
長
利
　
美
聡

盆
囲

固

騨

最
優
秀
賞

一
年
　
石
岡
　
城
幸

確
認
で

火
事
は
ゼ
ロ

優

秀

賞

一
年
　
小
川
　
紘
司

二
年
　
米
谷
　
美
紀

▲今年も力作がいっぱぃ“もや焼 1,
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で定認護介要

介護保険シリーズ②

サービス量を判定

暉ιチる 00

前回は介護保険を利用するにあたっての

必要な手続きや「こんな人が申請できます」

といった事前の確認事項についてご紹介し

今回は介護認定申請を行った後、どのよ

うにして要介護認定が行われるかをご紹介

します。

０
一
毬

中

■ 要介護認定に必要なものは?
要介護認定は主に【コンピュータによる1次判定l【訪間調査時の特記事項】【主治医の意見書】の3項目が必
要とな ります。

【コンピュータによる1次判定】
介護認定申請した方が要支援または要介護に該当するかどうかを判定する基本として

まず訪問調査が行われます。

調査の内容は申請した方の心身の状況を全国一律で定められた調査項目に基づいて行

われるもので、その結果がコンピュータに入力され、 1次判定として自立・要支援・要
介護 1～ 5のいずれかに判定されます。

1次判定を行うコンピュータのシステムは「申請した方にどれくらい介護サービスを

提供する必要があるか」を判断するもので、訪問調査の結果をコンピュータに入力する

ことによって介護サービスに必要とされる基準時間を推計するように作られています。

なお、この基準時間は実際に介護サービスを受ける時間ではなく、あくまで介護サービスの必要性を量る一応

の目安となっています。また、病気等による状態の重さと要介護度の高さは必ずしも一致するとは限りません。

【訪間調査時の特記事項】

介護認定申請された方の状態は個人によって千差万別です。申請された方の状態をより詳しく把握するために、

コンピュータの 1次判定訪問調査において定められている項目以外で心身の状態に関する事項を調査 します。

【主治医の意見書】
要介護認定のために必要な資料として、申請した方の心身上の障害の原因である病気の状況等について医師か

らの意見を求めます。なお、主治医がいない場合は市浦診療所で医師の診断を受け、意見書を作成してもらうこ

とになります。

なお、訪間調査や医師の意見書は要介護認定の基本資料になる重要なものですので、この調査を拒否すること

になると基本的資料が得られないことになり、申請は却下されます。

-43d
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会の判定

介護認定審査会は、市浦村、五所川原市、鯵ケ沢町、木造町、深浦町、森田村、岩崎村、柏村、稲垣村、車力
村、金木町、中里町、鶴田町、小泊村の14市町村によって構成されている「つがる西北五広域連合」内に設置さ
れており、そこで14市町村から集められた要介護認定申請者の`【コンピュータによる1次判定】【訪間調査時の
特記事項l【主治医の意見書】を原案として、2次判定が行われます。介護認定審査会では、一人暮らしである
ことや、家族介護者のからだが弱っていることだけを理由に要介護度を上げることはできませんが、家族による

虐待や無視が本ノ、の.こ、身状i兄 に変化をもたらしていると判定されるケースでは、要介護度を上げることができる

決定した認定結果の有効期間は基本的に 6か月となっており、有効期限の 1ケ 月前に認定の手続きと同じよう
に更新することになっていますこしかし、状態の変化等によっては 6か月から短縮や延長が行われる場合もあり
ます=なお、要介護度によって利用できる介護サービスの上限が決められており、介護保険施設 (特別養護老人
ホーム等|への入所は要介護 1以上となっています。

日 「自立Jになつた場合はどうなる ?
審査判定の結果

~自
立_と なった場合、介護保険サービスを受けることはできませんが市浦村独自の事業とし

て介護保険以外の十一ビスも計画されています。なお、現在特別養護老人ホームに入所している方は「自立」と
判定されても5年目は引き続き入所することができます。
また、認定結果に不可晨があるとき認定結果を知つた翌日から60日 以内に青森県庁内に設置されている介護保険

審査会に申し立てることができます
=

く参 考〉
H月 17日 現在、市浦村では15名の方が介護認定審査会の判定を受け、以下のような結果となっています。
●介護認定審査会による2次判定の結果

要介護度 i 自  立 1 要 支 援 1 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5

人数 0人     0人   1  6人

■ 要介護認定の流れ

要支援1足曇量喜:喜 ittlを重璽集菖;り菫
定。

1        平均利用月額  64万 円
歩行なと'が不安定、JFせつ、入浴、衣服着

平均利用月額 17.0万 円 訪間調査の際に

調査項目に関連

して調査した特

記事項

歩行など自力でできず、排せつ、入浴など

平均利用月額 20.1万 円

平均利用月額 274万 円
主治医の意見書

意 便意などがなく、徘徊など重度の痴呆
症状等     平均利用月額 313万 円
生活全般で全面的な介助が必要な状態で、

意志の伝達が困難

平均利用月額 36.8万 円
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一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
、
ど

ち
ら
が
先
か
分
か
ら
な
い
―
―

「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
二
〇
〇
〇
年
問
題
」
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
そ
ん
な
単
純
な
混

乱
か
ら
起
き
る
重
大
な
問
題
で
す
。

デ
ー
タ
の
処
理
能
力
が
現
在
の
よ

ュ
ー
タ
は
、
西
暦
年
の
上
二
け
た
を

省
略
し
、
下
三
け
た
だ
け
で
年
数
を

扱
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば

一
九
九

九
年
な
ら

「九
九
」
と
し
て
い
た
わ

こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
メ
モ
リ

ー
を
少
し
で
も
節
約
す
る
た
め
の
措

置
で
し
た
が
、
技
術
的
に
そ
の
必
要

が
な
く
な
っ
た
い
ま
で
も
、　
一
部
の

は
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
残
っ
て

二
け
た
で
年
を
表
示
す
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
場
合
、
二
〇
〇
〇
年
に
入

る
と
数
値
は

「
〇
〇
」
と
な
り
、
前

年
の

「九
九
」
と
比
べ
る
と
大
小
が

逆
転
し
て
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は

「
〇
〇
」
を

「
一
九

ｏ
Ｏ
年
」
と
認
識
し
て
し
ま
っ
た
り

混
乱
し
て
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

翻
菌
■
■
日

二
〇
〇
〇
年
問
題
に
つ
い
て
、
村

で
は
、
既
に
年
末
年
始
に
向
け
た
対

Ｌ
こ
し
て
、
役
場
内
に
同
問
題
対
策

村
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
対
応
を
す
す
め
て
い
ま
す
こ

ま
た
、
万

一
シ
ス
テ
ム
の
誤
作
動

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
既

に

「市
浦
村
西
暦
二
〇
〇
〇
年
問
題

危
機
管
理
計
画
書
」
を
作
成
済
み
で

隠
ロ
ロ
ロ
Ｈ

皆
さ
ん
に
密
接
に
関
係
が
あ
る
身

の
回
り
製
品
な
ど
に
つ
い
て
、
国
の

の
資
料
を
も
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
電
家
製
品
に
つ
い
て

●
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

・
洗
濯
機
に

つ
い
て
は
、
年
号
を
含
め
た
日
付
管

理
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
問
題
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
テ
レ
ビ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
、　
一
部
製
品
で
支

障
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

た
り
、
曜
日
表
示
が
ず
れ
た
り
す
る

こ

こ
れ
ら
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
録
画
や
手

動
で
曜
日
表
示
を
設
定
し
直
す
こ
と

で
対
嘔
が
可
能

．

（２
電
話

に

つ
い
て

●
家
庭
用
電
話
機
本
体

・
携
帯
電
話

に
つ
い
て
は
、
日
付
表
示
な
ど
に
不

具
合
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
が
、
通

信
機
能
自
体
に
つ
い
て
は
、
異
常
は

●
電
話
サ
ー
ビ
ス

主
要
な
電
気
通
信
事
業
者
は
、
今

年
九
月
ま
で
に
通
信
系
の
重
要
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
模
擬
テ
ス
ト
を
全

て
完
了
し
、
問
題
は
な
い
と
さ
れ
て

九
六
年
か
ら
九
七
年
以
前
に
製
造

さ
れ
た
も
の
に
、
二
〇
〇
〇
年
問
題

に
よ
る
表
示
の
異
常
な
ど
の
不
具
合

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
（発
信
記

録
や
通
信
レ
ポ
ー
ト
等
の
年
月
日
の

異
常
な
ど
）
手
動
で
日
付
の
再
設
定

を
行
う
こ
と
に
よ
り
解
消
す
る
が
、

ご
く

一
部
で
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
ロ
ム
）

を
交
換
す
る
必
要
の
あ
る
機
種
も
あ

る
。
⌒
ユ
ー
ザ
が
特
定
さ
れ
る
場
合
は
、

個
別
に
通
知
を
行
っ
て
い
る
。
）

●
電
力
や
ガ
ス
を
供
給
す
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
は
、
暦
年
処
理
を
し
て
い
な

い
た
め
、
供
給
面
で
問
題
は
発
生
し

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

①パソコンに一̈
」回］魏

●
近
年
製
造
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
対
応
が
な
さ
れ
て

お
り
問
題
は
発
生
し
な
い
。
自
動
的

に
二
〇
〇
〇
年
に
移
行
し
な
い
と
い

う
問
題
が
発
生
す
る
機
器
も
あ
る
が
、

簡
単
な
操
作
で
、
二
〇
〇
〇
年
対
応

と
な
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

―
夕
間
の
デ
ー
タ
通
信
を
行
う
た
め

の
機
能
に
は
、
年
号
を
含
む
情
報
は
、

処
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
二
〇
〇

〇
年
問
題
が
基
本
的
通
信
機
能
に
大

き
な
、
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

は
、
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
Э

し
か
し
、
メ
ー
ル
の
蓄
積
、
ユ
ー
ザ

管
理
の
付
加
、
管
理
機
能
に
お
い
て

は
、
年
号
を
含
む
情
報
が
処
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
に
対
応
を

求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
（修
正
ソ

フ
ト
の
利
用
な
ど
に
よ
り
対
応
）
ま

西
層
二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
古

い
コ
ン
ピ

ュ
‥
タ
シ
ス
テ
ム
が
誤
作
動
し
、
世
界
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ

れ
る

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
層
二
〇
〇
〇
年
問
題
」
。

今
月
号
は
、
同
問
題
に
関
す
る
村
の
対
応
や
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
り
が
あ
る
、
身

の
回
り
製
品
な
ど
に
つ
い
て
の
対
応
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ロ
バ
イ
　
　
行
わ
れ
、
問
題
な
く
処
理
で
き
る
こ

ダ
ー
は
、
全
て
対
応
を
完
了
し
て
い
　
　
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

⑦
ク
ヒ
ン
ッ
ト

・
カ
ー
ド

暑　
ぃい
　
鵞
夕

二
〇
〇
〇
年
を
超
え
る
カ
ー
ド
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
と
も
、
間
　
　
読
み
取
り
問
題
に
つ
い
て
は
、
九
六

題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。　
　
　
年
六
月
に
読
み
取
り
端
末
の
入
れ
替

●
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・シ
ス
テ
ム
　
　

えヽ
な
ど
の
対
応
が
完
了
し
て
お
り
、

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・シ
ス
テ
ム
　
　

ンヽ
ス
テ
ム
の
修
正
、
対
外
ネ
ッ
ト
ワ

に
つ
い
て
は
、　
一
部
の
機
器
に
不
具
　
　
―
ク
と
の
接
続
試
験
を
含
め
、
す
べ

合
が
生
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
‘　
　
　
て
の
対
応
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

⌒起
動
ま
で
に
時
間
が
か
か
つ
た
り
、

シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
な
く
な
る
。
）
　

　

③
交
通
機
関

ユ
ー
ザ
ヘ
の
個
別
通
知
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ツ
ト
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
信
号
機

交

通
信

号
機

は

、
交

差
す

る
、
す

　

　

●
航

空
機

　

　

　

　

　

　

曜

べ
て

の
方
向

が

同
時

に
青
色

の
灯
火

　

　

　

日
本

の
航
空

管

制

、
空

港

及
び
航

と
は
な
ら
な
い
設
計
と
な
っ
て
い
る
　
　
売
夭
本
社
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、

た
め
、
信
号
機
の
誤
作
動
に
よ
る
出
　
　
シ
ス
テ
ム
の
修
正
を
概
ね
完
了
し
て

合
い
の
頭
の
事
故
の
発
生
は
な
い
。　
　
　
お
り
、
飛
行
の
安
全
性
に
は
影
響
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
Ａ
Ｔ
Ｍ
（自
動
現
金
預
払
機
）
　

　

●
鉄
　
道

列
車
の
安
全
運
行
を
確
保
す
る
た

め
の
信
号
装
置
及
び
自
動
列
車
停
止

装
置
の
保
安
関
係
の
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
に
は
、
日
付
情
報
を
使
用
し
て

い
な
い
の
で
、
問
題
は
な
い
と
さ
れ

Ａ
Ｔ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続
テ

ス
ト
が
、
今
年
四
月
と
五
月
の
二
回

一
方
、
列
車
の
ダ
イ
ヤ
通
り
の
運

行
を
確
保
す
る
た
め
の
運
行
管
理
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
日
付
情
報
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
要
な
対
応

を
完
了
し
て
い
ま
す
。

●
旅
客
船

安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
る
上
で

必
要
と
な
る
対
策
は
、
完
了
し
て
い

ま
す
。
な
お
船
舶
に
つ
い
て
は
、
運
航
に

関
係
の
あ
る
機
器
は
、
手
動
に
よ
つ

て
も
操
作
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
問
題
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
に
原
油
を
供
給
し
て
い
る
産

油
国
国
営
石
油
会
社
な
ど
の
ほ
と
ん

ど
が
年
内
ま
で
に
対
応
を
完
了
す
る

予
定
で
す
。
万

一
供
給
さ
れ
る
原
油

が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し

た
と
し
て
も
、
約

一
六
〇
日
分
の
石

油
備
蓄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
備
蓄
の

活
用
に
よ
り
、
十
分
対
応
が
可
能
で

●
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油

製
油
所
の
制
御
系
重
要
シ
ス
テ
ム

の
対
応
を
完
了
し
て
お
り
、
制
御
系

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、
年
内
に

は
、
対
応
が
終
了
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
供
給
に

支
障
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑩医療⌒機̈」・̈̈一〔”一

医
療
機
関
の
医
療
機
器
に
つ
い
て

は
、
製
造
業
者
な
ど
が
二
〇
〇
〇
年

問
題
発
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
チ
エ

ッ
ク
し
て
お
り
、
問
題
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、

厚
生
省
に
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
お
、
個
々
の
医
療
機
関
に
お
け

る
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
受
診
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ

①
水
道
水

水
道
基
幹
施
設
に
お
い
て
は
、
原

水
の
水
質
の
状
況
や
水
道
水
の
使
用

量
に
応
じ
て
、
塩
素
の
注
入
量
や
水

道
水
の
供
給
量
な
ど
を
自
動
的
に
操

作
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用

い
て
お
り
、
多
く
の
場
合
こ
れ
ら
の

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
操
作
に
つ
い
て
は
日

付
に
よ
る
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
た

め
、
断
水
な
ど
水
道
水
の
供
給
面
で
、

支
障
と
な
る
事
態
は
発
生
し
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
万

一
運
転
が

停
止
し
た
と
し
て
も
、
手
動
運
転
で

の
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
か
ね
て
よ
り
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
へ
の
備
え
と
し
て
、
保
存

の
き
く
食
料
、
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄

を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
際
こ
れ
ら
を
点
検
さ
れ
る
こ
と
を

お
奨
め
し
ま
す
。
⑫食　品　一一ゆ『̈）

取
引
き
先
に
対
す
る
確
認
や
デ
ー

タ
交
換
の
模
擬
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど

年
内
に
対
応
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
小
売
店
で
は
、
二
〇
〇
〇

年
問
題
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
は
ほ
と

ん
ど
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

こ
の
問
題
の
影
響
は
少
な
い
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
社
に
お
け
る
新
聞
製
作
系
の

は
、
概
ね
各
新
聞
社
と
も
対
応
を
完

了
し
て
い
ま
す
。
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フレーフレー・テレフォン事業

一tu121世 紀職業財団青森事務所一

仕事をしながら育児や介護を行

っている労働者が、必要に応 じて、

育児・介護・家事等に関する各種

サービスを受けられるよう、地域

の具体的な情報を電話等により提

供する「フレーフレー テレフォ
ン事業」を実施しています。

)相談日 月曜日～金曜日
(祝日を除く)

レ時間 午前 9時30分～
午後 4時 30分

>電話 0177-76-2020
情報提供は無料ですD

ポリオワクチン追カロ接種

昭和50年から52年に生まれた方

について、ポリオ (小児まひ)に
対する免疫の能力が他の年齢層に

比べて低いことが、厚生省の調査

でわかりました。昭和50年 から52

年に生まれた方は、①ポリオ常在
国に渡航される時、②お子様がポ
リオワクチン接種を受ける時、再

度ポリオワクチンの接種を受けら

れることをお勧めします。

なお、任意接種となりますので

自費で受けることになります。

レお問い合わせ 役場住民福祉課
862-2111(内線34)

青森県最低賃金改正

青森県の最低賃金が10月 1日 か
ら効力が発生し適用されました。

時間額  595円

いつ働けなくなるかわかりません。

そんなときに皆さんの生活を支

えるのが国民年金です。

国民年金の保険料には社会保険

料控除、受ける年金にも公的年金

控除が適用されます。また、自動

物価スライド制により年金の実質

的価値が変わりません。

県と市町村では、県民の皆さん

に国民年金市1度 について一層の理

解を深めていただくために、各種

公報活動を行い、毎月公的年金制

度全般の周知に努め、加入や保険

料の納付を呼び掛けることにして

います。

>お 問い合わせ 役場住民福祉課

母子・募婦福祉資金

予約賞付事業 :

>対象者 平成12年 4月 に高等学
校等に進学又は修業施設に入所

を希望する者を現に扶養してい

る配偶者のない女子

>貸付の対象となる資金
(1)修学資金   (2鯵 業資金
(3)就学支度資金

)貸付申請書
(1)提 出 先 役場住民福祉課
(2)提出期限 平成11年 12月 24日 0
(3)提出書類

①申請書 ②保証人の保証書
③貸付申請者の戸籍謄本 ④配
偶者のない女子であって現に児
童を扶養していることを証する

書類 ⑤家計費申告書 ⑥進学
証明書 (修業施設については、
「修業施設の証明書」)⑦経費申
告書

(樹青森県厚生年金勤労者

住宅協会からのお知 |らせ

厚生年金保険または国民年金
の加入者は教育資金の融資が

受けられます

この制度は年金積立金を原資と

した加入者への還元融資事業とし
て、厚生年金保険又は国民年金に

10年以上加入している方へ、お子
さんの入学時や在学中の教育費を

低利でご融資する制度です。
また、国民生活金融公庫等の一

般教育ローンとの併用もできます。

>融資金額 学生一人につき (高
校・専門学校・短大 ,大学生等、

受験予定者等)

嫌 ι 夕る  0→

●厚生年金保険加入中の方

100万 円以内
●国民年金加入中の方

50万円以内

>融資利率 年2.20%
(平成11年 11月 現在 )

※返済額例  100万 円借入、返済
期間10年 で、毎月9,600円程度ぅ

ボーナス併用返済可能。

>返済期間 10年 以内 (在学中は
最長 4年の据置可能。)
>保証人 保証人 1人、又は保証
基金に加入。

>手数料 振込手数料、契約書の
印紙代、保証基金利用者の保証

保険料のみ。

>お 問い合わせ及び資料請求先
田青森県厚生年金勤労者住宅協会

マイホーム資金は年金住宅融資で

平成11年 第 3回 目の申込受付が

決まりました。

レ申込できる方 厚生年金保険に
3年以上加入している方。
>お使いみち 住宅の新築や購入、
リフォーム資金.

>申込〆切り 平成12年 1月 14日
0ま で申込ください。
>融資利率 年288%(2段 階金
利・平成11年 11月 1日 現在)

レお問い合わせ

ll」青森県厚生年金勤労者住宅協会

年末
ジツ

口  覇幾需要果語
ノ “
「
■  堂塑

十三小学校に届けられた

2件の善行をご紹介します

〇小山内タリさん (十二 )

○秋元高穂さん (稲垣村穂積 )

※有効に便わせていただきます。

-435



市浦村の人口と世帯数  平成11121現 在

磯   松

県政モニターを募集

あなたの声を県政に!!

県では、県政についてのご意見
ご提言を寄せてくださる県政モ
ニターを募集しています.県政に
関心のある方、県政に熱い思いの

ある方の募集をお待ちしています。

)応募資格 県内に居住している
満20歳以上の方であれば、どな

たでも可。ただし、議員 公務
員 行政相談委員、国やその他
の公共団体のモニターになって
いる方や今後なる予定の方、平

成 7年度以降に県政モニターを
経験した方は除きます。

>募集人員 33人
>委嘱期間 平成12年 4月 下旬か
らおよそ 2年間
>仕事 Cア ンケートに対する回
答(年 4回 )②県政に関する意
見や提言の提出(随時)③県政
モニター会議への出席(1回 )

>謝礼 1年 ことに記念品を差し
上げます.
>応募方法 官製はがきに、必要
事項を記入して、平成12年 2月
10日 (利 (当 日消印有効)ま でに
お送りください。

〔表〕     〔裏〕

>結果通知 応募者の中から地
域・職業などの割合を考慮 して

決定し、平成12年 3月 末に応募

者に対 して結果を通知します。

>お問い合わせ

青森県政策推進室 広聴 百人
委員会 県政モニター係
〒0308570青 森市長島1丁 目11

自 衛 隊 生 徒 募 集

>受付期間 平成11年 11月 4日 l■l
～平成12年 1月 4日 関

>応募資格 日本国籍を有 し、平
成12年 4月 1日 現在、15歳 以上

17歳未満 (昭和58年 4月 2日 か

ら昭和60年 4月 1日 までの間に

生まれた者)の男子で中学校卒
業者 (平成12年 3月 卒業見込み

の者を含む。)

>試験
1次 :平成12年 1月 5日 因
「五所川原中央公民館」
2次 :平成12年 1月 22日 田～

26日 因の間の指定する 1日

>卒業資格
陸上 :神奈川県立湘南高等学校

海上 :広島県立西高等学校

航空 :私立科学技術学園高等学

校 (埼玉県 )
※上記高等学校の通信制課程に入

学することにより自衛隊生徒教

育 3年修了時には、高等学校の

卒業資格を取得できます。

)処 遇
衣食住 :無料

初任給 :155,600円

賞 与 :年 5.25月 分

3曹昇任後、 4年以上で幹部候
補生の受験資格あり。

>お 問い合わせ

自衛隊青森地方連絡部五所川原

募集事務所  80173-352305

建 設 課 か らの お 知 らせ

市浦村漁業集落排水施設排水

設備工事指定業者の申請を

受付 しています

十三地区漁業集落排水施設が、

平成11年 12月 1日 をもって共用開

始されており、下記により排水設

備工事指定業者申請を受付けます。

)申請受付け開始日
平成11年 10月 22日 0～ 随時
>申請受付け場所
役場建設課

>資格要件 責任技術者及び配管
工を常時雇用していること他

>申請書・添付書類
役場建設課に備付けしています。

レお問い合わせ 役場建設課
862-2Hl(内 23)

出稼労働者意識調査にこ協力を

厳 しい雇用情勢のなかで、出稼

求人の減少、求人条件の制限など

により働きたくても出稼に行けな
い状況となっています。

今後出稼求人の大幅な拡大がで

きないと思量され、出稼労働者が

今後地元に就職を希望すると予想

されることから、青森県出稼協会

では、雇用機会の創出を図り出稼

解消策を講ずることを目的に、出

稼労働者全員を対象に意識調査を

実施することになりましたので、

調査へのご協力をお願いします。

>調査対象者 出稼労働者全員
>実施時期 平成11年 12月 15日 ～
平成12年 1月 14日 まで

>調査方法 調査員が直接対象者
となる方に訪問します。

>お問い合わせ

青森県出稼協会 (県庁内)
●0177-22 Hll(内 線2376)

県内の交通事故概況



誰
も
が
必
ず

一
度
は
口
に
し
た
こ

と
が
あ
る
お
茶
。
日
本
で
は
煎
茶
、

ほ
う
じ
茶
、
抹
茶
な
ど
た
く
さ
ん
の

種
類
の
お
茶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
お

茶
が
最
近
は
、
「健
康
に
い
い
」
と
い

う
こ
と
で
大
変
、
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
お
茶
の
中
に
は
カ
フ
ェ
イ
ン
と
カ

テ
キ
ン
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
て
い

て
、
こ
の
二
つ
の
成
分
が
人
間
の
身

体
に
有
効
に
働
い
て
く
れ
る
の
で
す
。

カ
フ
エ
イ
ン
は
身
体
の
中
に
あ
る
脂

肪
を
分
解
し
、
脂
肪
に
よ
る
肥
満
を

抑
え
て
く
れ
、
ま
た
尿
を
た
く
さ
ん

排
泄
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
カ
テ

キ
ン
は
腸
の
働
き
を
活
発
に
す
る
働

き
が
あ
り
、
便
秘
を
解
消
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
も
気
に
な
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
防
ぐ
働

き
も
あ
り
ま
す
。

※
カ
フ
エ
イ
ン
や
カ
テ
キ
ン
の
成
分

の
他
に
、
油
分
を
流
す
成
分
や
脂
肪

の
酸
化
を
抑
え
て
老
化
を
防
ぐ
成
分

な
ど
た
く
さ
ん
の
健
康
に
い
い
成
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

朝
、
起
き
た
ら
ま
ず

一
杯
、
食
後

に

一
杯
と
身
近
に
あ
り
、
手
軽
に
飲

め
る
お
茶
を
改
め
て
見
直
し
て
家
族

み
ん
な
で
元
気
に
寒
さ
を
乗
り
き
り

※
も
う

一
つ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
成

分
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
開
け
ば
皆
さ
ん

は
赤
ワ
イ
ン
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思

い
ま
す
が
、
緑
茶
に
も
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
て
、
赤
ワ
イ
ン
に
比
べ
る

ル
で
カ
ロ
リ
ー
の
気
に
な
る
人
や
ア

ル
コ
ー
ル
が
飲
め
な
い
人
で
も
手
軽

に
飲
め
ま
す
。
こ
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
に
は
動
脈
硬
化
や
心
臓
病
を
防
ぐ

作
用
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
誕
生

豊

島

実

紀

（十
三

義

弘

奈
　
良
　
泰
　
紀

（相
内
）
豪
　
人

▼
ご
結
婚

▼
お
く
や
み

秦
　
　
　
れ
　
き

（相
　
内
）
７３
歳

工
　
藤
　
よ
　
ね

⌒桂
　
川
）
７９
歳

工
　
藤
　
順
　
一
（脇
　
一匹

８５
歳

○
Ｏ
①
③

今
年
も
十
二
月
を
残
す
だ
け
と
な

り
、
二
〇
〇
〇
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も

す
で
に
お
気
付
き
の
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
〇
年
の

カ
レ
ン
ダ
ー
は

一
月
の

「成
人
の
日
」

が
、
こ
れ
ま
で
の
十
五
日
か
ら
十
日

に
、
十
月
の

「体
育
の
日
」
が
十
日

か
ら
九
日
に
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
連
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
が
休
日

⌒連
体
）
を
有
効
に

使
え
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、

厚
生
省
な
ど
は
、
以
前
か
ら
提
唱
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

村
が
建
設
に
着
手
し
た
健
康
増
進

施
設

⌒タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
）
―
―

完
成
後
は
、
休
日
を
利
用
す
る
人

た
ち
で
、
賑
わ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
會
一不
）

《材 料》煎茶であれば何でもよい。
湯呑み一杯分に対し茶さじ一杯 (約 39)
★注意 :宵越しの荼がらは使わない

《作り方》
1.茶がらを細かくする
方法① 手でちぎる。(できるだけ小さくちぎる)
方法② すり鉢でする。(ベースト状になるのでトロッ
としたスープにしたい場合はおすすめ)

方法③ 包丁でたたく。(トントンたたけばかなり細か
くなるので飲みやすくなる)

2.荼がらを 1分間煮る
●細かくした茶がらに水200mOを 加えて中央で加熱し、

煮ること1分。

3.てきあがり
●溶けた茶葉ごと飲みます。味付けしむくても大丈夫。

渋味が様いので、飲みやすいスープになります。
冷やして飲んでもおいしいですよ。

荒 藤 安 佐 奈 工 北 山 金 安 三 丹 糸 山

毛 本 保 藤 良 藤 原 本 城 田 和 場 谷 端

純 浩 さ 孝 円 幸 祐 常 和 裕 幸 栄 美

子 美 か 次 香 治 子 春 美 幸 子 達 代 勝

福 相 相 大 太 金 東 十 沖 十 相 金 相 沖

岡 内 内 分 田 木 京 三 縄 三 内 木 内 縄

下 長 演 三 山

澤 利 田 浦 田

文 ハ 久 兼 守

明 ナ 美 郎 一

太 太 十 相 脇


